
事務事業名

農林水産部耕地課

計：

改善方向性決算額
シート№

コスト 成果242,175

（単位：千円）

事務事業評価一覧（課別）

令和6年度

→↓8,7712003 土地改良区運営支援事業 121-01

→→12,9452008 排水機場維持管理事業 122-01

↑↑91,3062010 多面的機能支払交付金事業 122-02

→→129,1532015 農道・用排水路整備事業 122-03



（２）令和7年度以降の改革改善内容（取り組むべき課題）（１）今後の事務事業の方向性

目
的

妥
当
性

この事業を市が行う必要があるか？ 税金を投入して達成する目的か

廃止・休止の影響はあるか

この事業の目的は、基本事業の目的、取組方針に結びついているか

R7（見込）R6（見込）R5（実績）

６．評価結果＜ (Action-PLAN) ＞

３．事業費推移 ４．令和6年度の実績・成果

５．振返り＜SEE (check) ＞

***

***

削減できる

向上する余地はない

影響がある

市が実施することは妥当である

結びついている

0

土地改良区の運営状況を見ながら、必要な支援を行う。

0000

0000

5,6975,6975,7885,788人土地改良区の組合員数組合員が確保される

0000

000

5555団体土地改良区の数土地改良区

２．事務事業の事業概要・目的・指標＜Do＞

土地改良区の運営を支援する事業。円滑な運営を図るため、必要に応じて補助金を交付している。

①　事業（成果）の方向性

②　コスト（予算）の方向性

　対象(誰に、何を対象にしているのか) 対象指標(対象の大きさを表す指標)

意図(対象をどうしたいのか) 成果指標(意図の達成度を表す指標)

ア

イ

ウ

ア

イ

ウ

事務事業のやり方（DX・外部委託等）を工夫することで、業務時間を削減できないか

事務事業の手段を工夫することで、事業費を削減できないか

補助金など、交付先に働きかけて市の負担を削減できないか

成果が向上する余地（可能性）はあるか

事務事業の内容が一部の受益者に偏っていないか

また、受益者負担の公平性が確保されているか

有効性

効
率
性

公平性

R7（予算）R6（決算）R5（決算）

③

②

①

⑥

⑤

④

⑦

単位

単位

事業期間
昭和50年度～

根拠法令

条例等

霧島市補助金等の種類及び補助率に関す
る要綱

１．基本情報

所属 耕地課

2003 － 土地改良区運営支援事業

1．にぎわい（産業の活力あふれ、交流と賑わいが生まれるまちづくり）

2．活力ある農・林・水産業の振興

1．農林水産業の担い手の育成・確保

①機械導入や施設整備、農地の集積・集約等への支援により、生産性の向上を図ること
 で、担い手の育成と新規就農・就業者の確保に努めます。

②関係機関との連携により、技術面や経営面、労働環境等に対する支援を行い、農林水
産業の経営の安定化を図ります。

①担い手農林水産業者
①新規就農・就業者
②農林水産業者
②農林水産業の関係機関

①育成される
 ①確保される

②経営が安定する
②連携が強化される

対象（誰・何を） 意図（どうしたいか）

01 一般会計

06 農林水産業費

01 農業費

05 農地費

会計

款

項

目

予

算

科

目

関連計画

→
維持

↓
縮小

令和6年度　事務事業評価シート 121-01

特になし

R6（実績）

R7（目標）R6（目標）R5（実績） R6（実績）

財
源
内
訳

事業費(千円) 8,4908,7718,771

一般財源

その他

地方債

県支出金

国庫支出金

8,4908,7718,771

000

000

000

000

市内5土地改良区のうち、3土地改良区に対して補助金を交付した。団体の維持を目的とした組
合員（農業者）賦課金の増額もなく、また、組合員数も概ね維持しており、円滑な運営を支援する
ことができた。
　十三塚原土地改良区　4,919,000円
　竹子土地改良区　　　3,164,000円
　宮内原土地改良区　　　688,000円

事務事業名

政策名

施策名

基本事業名

基本事業の

内容

(総合計画より)

基本事業の

対象・意図



（２）令和7年度以降の改革改善内容（取り組むべき課題）（１）今後の事務事業の方向性

目
的

妥
当
性

この事業を市が行う必要があるか？ 税金を投入して達成する目的か

廃止・休止の影響はあるか

この事業の目的は、基本事業の目的、取組方針に結びついているか

R7（見込）R6（見込）R5（実績）

６．評価結果＜ (Action-PLAN) ＞

３．事業費推移 ４．令和6年度の実績・成果

５．振返り＜SEE (check) ＞

公平・公正である

削減できない

削減できない

向上する余地はない

影響がある

実施すべき又は実施しなければならない事業

結びついている

0

令和７年度は、府中排水機場に遠隔監視通報装置を設置し、より効率的な管理を行う。

0000

0000

0000日稼働することができなかった日数適切に稼働させる

0000

000

4444場排水機場の数排水機場

２．事務事業の事業概要・目的・指標＜Do＞

４排水機場（下井・府中・住吉新田・島津新田）の維持管理を適切に行う事業。

①　事業（成果）の方向性

②　コスト（予算）の方向性

　対象(誰に、何を対象にしているのか) 対象指標(対象の大きさを表す指標)

意図(対象をどうしたいのか) 成果指標(意図の達成度を表す指標)

ア

イ

ウ

ア

イ

ウ

事務事業のやり方（DX・外部委託等）を工夫することで、業務時間を削減できないか

事務事業の手段を工夫することで、事業費を削減できないか

補助金など、交付先に働きかけて市の負担を削減できないか

成果が向上する余地（可能性）はあるか

事務事業の内容が一部の受益者に偏っていないか

また、受益者負担の公平性が確保されているか

有効性

効
率
性

公平性

R7（予算）R6（決算）R5（決算）

③

②

①

⑥

⑤

④

⑦

単位

単位

事業期間
単年度のみ

根拠法令

条例等

特になし

１．基本情報

所属 耕地課

2008 － 排水機場維持管理事業

1．にぎわい（産業の活力あふれ、交流と賑わいが生まれるまちづくり）

2．活力ある農・林・水産業の振興

2．生産基盤の整備と農山漁村の振興

①計画的なほ場整備や農業用施設の維持管理、鳥獣被害防除対策、漁港や漁場、林道
 等の整備により、農山漁村の環境保全に努めます。

②間伐・再造林を推進することで、森林資源の循環利用を図るとともに、計画的な施業に
よる山林の保全に努めます。

 ①農林水産業の生産基盤
②山林

 ①適切に維持・整備される
②適切に保全される

対象（誰・何を） 意図（どうしたいか）

01 一般会計

06 農林水産業費

01 農業費

05 農地費

会計

款

項

目

予

算

科

目

関連計画

→
維持

→
維持

令和6年度　事務事業評価シート 122-01

特になし

R6（実績）

R7（目標）R6（目標）R5（実績） R6（実績）

財
源
内
訳

事業費(千円) 17,13612,94513,446

一般財源

その他

地方債

県支出金

国庫支出金

13,53612,94513,446

000

3,60000

000

000

令和６年度は、例年のポンプや電気設備の点検、自家用電気工作物保安管理の業務委託に加
え、府中排水機場内水位計ワイヤ取替修繕を行うなど、適切な維持管理に努め、周辺農地等の
湛水被害を防ぐことができた。

事務事業名

政策名

施策名

基本事業名

基本事業の

内容

(総合計画より)

基本事業の

対象・意図



（２）令和7年度以降の改革改善内容（取り組むべき課題）（１）今後の事務事業の方向性

目
的

妥
当
性

この事業を市が行う必要があるか？ 税金を投入して達成する目的か

廃止・休止の影響はあるか

この事業の目的は、基本事業の目的、取組方針に結びついているか

R7（見込）R6（見込）R5（実績）

６．評価結果＜ (Action-PLAN) ＞

３．事業費推移 ４．令和6年度の実績・成果

５．振返り＜SEE (check) ＞

***

***

***

向上する余地はある

影響がある

市が実施することは妥当である

結びついている

0

活動参加組織及び対象農用地の拡大を推進し、農業・農村の持つ多面的機能の維持、発揮を図る活動や地域資源の資質向
上を図る活動を支援する。

0000

0000

193,441194,046193,130200,610a対象農用地の面積対象農用地を保全する

0000

000

22222224組織活動参加組織数活動参加組織

２．事務事業の事業概要・目的・指標＜Do＞

地域共同で行う農地保全、水源の涵養、良好な景観の形成等の多面的機能を支える活動や、農地、水路、農道等の地域資源の資質向上を図る活動に交付金を交付する。

①　事業（成果）の方向性

②　コスト（予算）の方向性

　対象(誰に、何を対象にしているのか) 対象指標(対象の大きさを表す指標)

意図(対象をどうしたいのか) 成果指標(意図の達成度を表す指標)

ア

イ

ウ

ア

イ

ウ

事務事業のやり方（DX・外部委託等）を工夫することで、業務時間を削減できないか

事務事業の手段を工夫することで、事業費を削減できないか

補助金など、交付先に働きかけて市の負担を削減できないか

成果が向上する余地（可能性）はあるか

事務事業の内容が一部の受益者に偏っていないか

また、受益者負担の公平性が確保されているか

有効性

効
率
性

公平性

R7（予算）R6（決算）R5（決算）

③

②

①

⑥

⑤

④

⑦

単位

単位

事業期間
平成26年度～

根拠法令

条例等

日本型直接支払法、多面的機能支払交付金
実施要綱・要領等

１．基本情報

所属 耕地課

2010 － 多面的機能支払交付金事業

1．にぎわい（産業の活力あふれ、交流と賑わいが生まれるまちづくり）

2．活力ある農・林・水産業の振興

2．生産基盤の整備と農山漁村の振興

①計画的なほ場整備や農業用施設の維持管理、鳥獣被害防除対策、漁港や漁場、林道
 等の整備により、農山漁村の環境保全に努めます。

②間伐・再造林を推進することで、森林資源の循環利用を図るとともに、計画的な施業に
よる山林の保全に努めます。

 ①農林水産業の生産基盤
②山林

 ①適切に維持・整備される
②適切に保全される

対象（誰・何を） 意図（どうしたいか）

01 一般会計

06 農林水産業費

01 農業費

05 農地費

会計

款

項

目

予

算

科

目

関連計画

↑
拡充

↑
拡充

令和6年度　事務事業評価シート 122-02

特になし

R6（実績）

R7（目標）R6（目標）R5（実績） R6（実績）

財
源
内
訳

事業費(千円) 91,76991,30695,594

一般財源

その他

地方債

県支出金

国庫支出金

22,77023,06623,751

000

000

68,99968,24071,843

000

活動組織が２組織休止となったが、他の組織については、引き続き活発に草刈りや泥上げ等の
活動が行われ、農地や水路、農道等の地域資源や農村環境の保全が図られた。
また、施設の長寿命化のための更新や補修が行われ、施設の適正な管理が図られた。

事務事業名

政策名

施策名

基本事業名

基本事業の

内容

(総合計画より)

基本事業の

対象・意図



（２）令和7年度以降の改革改善内容（取り組むべき課題）（１）今後の事務事業の方向性

目
的

妥
当
性

この事業を市が行う必要があるか？ 税金を投入して達成する目的か

廃止・休止の影響はあるか

この事業の目的は、基本事業の目的、取組方針に結びついているか

R7（見込）R6（見込）R5（実績）

６．評価結果＜ (Action-PLAN) ＞

３．事業費推移 ４．令和6年度の実績・成果

５．振返り＜SEE (check) ＞

公平・公正である

削減できない

削減できない

向上する余地はない

影響がある

実施すべき又は実施しなければならない事業

結びついている

0

令和７年度は、下井排水機場の計装盤等の改修工事を行う。
今後も引き続き、地域まちづくり事業実施計画で挙げられた農業用施設及び法定外公共物に関する要望に対応するととも
に、農道・用排水路等の計画的な整備を進める。

0000

0000

90907866箇所整備を行った農業用施設及び法定外公共
物の数

適切に整備を行う

0000

000

231231206206箇所地域まちづくり事業実施計画で整備要望の
あった農業用施設及び法定外公共物の数

地域まちづくり事業実施計画で整備が必
要な農業用施設及び法定外公共物

２．事務事業の事業概要・目的・指標＜Do＞

地域まちづくり事業実施計画や市民からの要望など、整備を必要とする農業用施設及び法定外公共物の維持管理を行う事業。

①　事業（成果）の方向性

②　コスト（予算）の方向性

　対象(誰に、何を対象にしているのか) 対象指標(対象の大きさを表す指標)

意図(対象をどうしたいのか) 成果指標(意図の達成度を表す指標)

ア

イ

ウ

ア

イ

ウ

事務事業のやり方（DX・外部委託等）を工夫することで、業務時間を削減できないか

事務事業の手段を工夫することで、事業費を削減できないか

補助金など、交付先に働きかけて市の負担を削減できないか

成果が向上する余地（可能性）はあるか

事務事業の内容が一部の受益者に偏っていないか

また、受益者負担の公平性が確保されているか

有効性

効
率
性

公平性

R7（予算）R6（決算）R5（決算）

③

②

①

⑥

⑤

④

⑦

単位

単位

事業期間
昭和40年～

根拠法令

条例等

特になし

１．基本情報

所属 耕地課

2015 － 農道・用排水路整備事業

1．にぎわい（産業の活力あふれ、交流と賑わいが生まれるまちづくり）

2．活力ある農・林・水産業の振興

2．生産基盤の整備と農山漁村の振興

①計画的なほ場整備や農業用施設の維持管理、鳥獣被害防除対策、漁港や漁場、林道
 等の整備により、農山漁村の環境保全に努めます。

②間伐・再造林を推進することで、森林資源の循環利用を図るとともに、計画的な施業に
よる山林の保全に努めます。

 ①農林水産業の生産基盤
②山林

 ①適切に維持・整備される
②適切に保全される

対象（誰・何を） 意図（どうしたいか）

01 一般会計

06 農林水産業費

01 農業費

06 農道及び用排水路整備事業費

会計

款

項

目

予

算

科

目

関連計画

→
維持

→
維持

令和6年度　事務事業評価シート 122-03

特になし

R6（実績）

R7（目標）R6（目標）R5（実績） R6（実績）

財
源
内
訳

事業費(千円) 239,609129,154138,063

一般財源

その他

地方債

県支出金

国庫支出金

85,609108,25487,563

0050,500

154,00020,9000

000

000

農業用施設（用水路、排水路、農道）及び法定外公共物の維持管理に取り組んだ。
地域まちづくり事業実施計画で挙げられた農業用施設及び法定外公共物の整備については、90
箇所対処できた。

事務事業名

政策名

施策名

基本事業名

基本事業の

内容

(総合計画より)

基本事業の

対象・意図


